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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第23期

第２四半期
累計期間

第24期
第２四半期
累計期間

第23期

会計期間

自2019年
４月１日
至2019年
９月30日

自2020年
４月１日
至2020年
９月30日

自2019年
４月１日
至2020年
３月31日

売上高 （千円） 1,674,239 1,366,959 3,126,010

経常利益又は経常損失（△） （千円） 32,411 △42,739 61,970

四半期（当期）純利益又は四半期

純損失（△）
（千円） 25,783 △46,859 45,665

持分法を適用した場合の投資利益 （千円） － － －

資本金 （千円） 771,110 771,110 771,110

発行済株式総数 （株） 3,815,734 3,815,734 3,815,734

純資産額 （千円） 1,520,948 1,491,515 1,542,836

総資産額 （千円） 2,222,244 2,153,061 2,403,396

１株当たり四半期（当期）純利益

金額又は１株当たり四半期純損失

金額（△）

（円） 6.76 △12.28 11.96

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額
（円） － － －

１株当たり配当額 （円） － － －

自己資本比率 （％） 68.4 69.2 64.2

営業活動による

キャッシュ・フロー
（千円） 59,826 30,009 191,204

投資活動による

キャッシュ・フロー
（千円） △100,258 △71,198 △122,468

財務活動による

キャッシュ・フロー
（千円） △53 △1 △123

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高
（千円） 865,092 932,871 974,077

 

回次
第23期

第２四半期会計期間
第24期

第２四半期会計期間

会計期間

自2019年
７月１日
至2019年
９月30日

自2020年
７月１日
至2020年
９月30日

 １株当たり四半期純利益金額又は

 １株当たり四半期純損失金額（△）
（円） 14.33 △10.89

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度に係る主要な経営指標等の推移について
は記載しておりません。

２．売上高には消費税等は含まれておりません。
３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。
４．持分法を適用した場合の投資利益については、関連会社がないため記載しておりません。
 

２【事業の内容】

当第２四半期累計期間において、当社が営む事業の内容について、重要な変更はありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第２四半期累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

　また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

 

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当第２四半期会計期間の末日現在において判断したものであります。

 

（１）業績の状況

（経営成績）

　当第２四半期における我が国経済は、新型コロナウイルス感染症の影響により、極めて厳しい状況で推移しま

した。経済活動の再開に伴い緩やかな回復をはじめたものの、新型コロナウイルス感染拡大前の水準には程遠

く、依然として先行きは極めて不透明な状況にあります。

　ネットワークセキュリティ業界においては、定着しつつあるテレワーク等働き方の変化やDXの進展に伴い、サ

イバーリスクの及ぶ範囲は大幅に拡大しており、その被害も法人・個人を問わず拡大を続けています。実際にテ

レワークのために自宅等社外で利用するPCがマルウェアに感染する事象が急増しております。また、大手通信会

社の電子決済サービスを通じて連携する複数の銀行から不正引き出しが行われたことが報道されるなど、セキュ

リティ対策は国民生活や社会経済活動観点から益々重要な課題となっております。

　このような環境の下、当社は、飛躍を図るべく、次代を先取りしたオンリーワン商品の投入と、当社セキュリ

ティ・ノウハウを組み合わせたハイブリッド型サービスビジネスを加速させると共に、これまで培ってきたイス

ラエルとのコネクションを生かした投資育成事業を推進させることに注力しております。また、公共やエンター

プライズ向けのITセキュリティ分野に加え、全く新しい市場が立ち上がるIoT及びコネクテッドカー分野を含め

たセキュリティ市場を対象に、グローバルな新潮流を体現した独自のポジショニングの確立を図ります。その上

で、経営スローガンである「One Step Ahead of the Game ～ その一手先へ」を掲げて、経営理念を軸とした理

念経営を推進していくことで、中長期的な成長基盤を築きます。

　主な活動内容としては、新型コロナウイルス感染拡大以降取り組みを継続しているデジタルマーケティングを

積極的に行うなど、当社取扱商品の拡販活動を推進してまいりました。特にオンラインセミナーでは、ニュー

ノーマルとなりつつあるリモートワークにおけるセキュリティの在り方とその対策としてのOS分離ソリューショ

ンのHysolateやCheck Point社エンドポイントソリューションについて紹介いたしました。

　業績につきましては、テレワークなどの働き方の変化やDXの進展に伴うサイバーリスクの範囲拡大による新た

なセキュリティ対策のニーズやIoTディバイスセキュリティがガイドライン化されるなど、マーケットの拡大は

間違いないものの、直近では新型コロナウイルス感染拡大に伴う経済停滞の影響があり、当社商品やサービスの

販売チャネルであるSIerやエンドユーザーにおいて、システム構築や納入の遅延が生じております。そのため、

売上高は1,366百万円（前年同期比18.3％減）となりました。一方、新型コロナウイルス感染拡大防止対策のた

め営業活動に制約があったこともあり経費が節減されたほか、第１四半期に貸倒引当金繰入の戻入を行ったこと

で、販売費及び一般管理費は602百万円（前年同期比9.9％減）となったものの、売上の減少をカバーするには至

らず、各段階利益につきましては、営業損失44百万円（前年同期は22百万円の営業利益）、経常損失42百万円

（前年同期は32百万円の経常利益）、四半期純損失46百万円（前年同期は25百万円の四半期純利益）となりまし

た。

　なお、当社では事業セグメントをネットワークセキュリティ事業のみとしております

 

（財政状態）

　当第２四半期末の総資産額は2,153百万円となり、前事業年度末に比べ250百万円減少しました。これは主に、

現金及び預金が41百万円、売掛金が201百万円減少したことなどによるものであります。

　負債合計は661百万円となり、前事業年度末に比べ199百万円減少しました。これは主に、買掛金が142百万

円、未払金が52百万円減少したことなどによるものであります。

　純資産合計は1,491百万円となり、前事業年度末に比べ51百万円減少しました。これは主に、四半期純損失46

百万円の計上があったことなどによるものであります。その結果、自己資本比率は69.2％となり、前事業年度末

比で5.0ポイント増加しております。
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（２）キャッシュ・フローの状況

　当第２四半期累計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という）の残高は932百万円となり、前

事業年度末に比べ、41百万円減少いたしました。

 

　各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動の結果獲得した資金は30百万円（前年同期は59百万円の獲得）となりました。これは主に、税引前四

半期純損失42百万円の計上、仕入債務142百万円の減少があった一方、減価償却費68百万円の計上、売上債権201

百万円の減少があったことなどによるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動に使用した資金は71百万円（前年同期は100百万円の使用）となりました。これは主に、有形固定資

産の取得に47百万円、無形固定資産の取得に20百万円支出したことなどによるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動に使用した資金は０百万円（前年同期は０百万円の使用）となりました。これは、配当金の支払によ

る支出０百万円があったことによるものであります。

 

（３）事実上及び財務上の対処すべき課題

　当第２四半期累計期間において事業上及び財務上において新たに対処すべき課題について発生した事項はあり

ません。

 

（４）研究開発活動

　該当事項はありません。

 

（５）経営成績に重要な影響を与える要因及び経営戦略の現状と見通し

　当第２四半期累計期間において、経営成績に重要な影響を与える要因及び経営戦略の現状と見通しについて、

重要な変更はありません。

 

３【経営上の重要な契約等】

当第２四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 13,680,000

計 13,680,000

 

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間
末現在発行数（株）
(2020年９月30日)

提出日現在発行数（株）
（2020年11月13日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 3,815,734 3,815,734

東京証券取引所

ＪＡＳＤＡＱ

（スタンダード）

単元株式数

100株

計 3,815,734 3,815,734 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 

②【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。
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（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数

（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額
（千円）

資本準備金残
高（千円）

2020年７月１日～

2020年９月30日
－ 3,815,734 － 771,110 － 705,200

 

（５）【大株主の状況】

  2020年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（株）

発行済株式（自己
株式を除く。）の
総数に対する所有
株式数の割合
（％）

株式会社アズウェルマネジメ

ント
東京都中央区佃2-1-1 1,766,100 46.28

杉本　隆洋 東京都中央区 112,300 2.94

会田　研二 東京都八王子市 98,400 2.57

渡辺　正博 千葉県鴨川市 67,700 1.77

楽天証券株式会社 東京都港区南青山2-6-21 67,300 1.76

株式会社オービックビジネス

コンサルタント
東京都新宿区西新宿6-8-1 63,600 1.66

株式会社SBI証券 東京都港区六本木1-6-1 58,966 1.54

井上　純孝 東京都小平市 50,200 1.31

松井証券株式会社 東京都千代田区麹町1-4 46,100 1.20

小西　弦 東京都文京区 27,200 0.71

計 － 2,357,866 61.79
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（６）【議決権の状況】

①【発行済株式】

    2020年９月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式  － － －

議決権制限株式（自己株式等）  － － －

議決権制限株式（その他）  － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 100 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 3,812,600 38,126 －

単元未満株式 普通株式 3,034 － －

発行済株式総数  3,815,734 － －

総株主の議決権  － 38,126 －

 

②【自己株式等】

該当事項はありません。

 

２【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期財務諸表の作成方法について
　当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（2007年内閣府令第63

号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期会計期間（2020年７月１日から2020年

９月30日まで）及び第２四半期累計期間（2020年４月１日から2020年９月30日まで）に係る四半期財務諸表につ

いて、仰星監査法人による四半期レビューを受けております。

 

３．四半期連結財務諸表について
　当社は子会社がありませんので、四半期連結財務諸表を作成しておりません。
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１【四半期財務諸表】

（１）【四半期貸借対照表】

 

  （単位：千円）

 
前事業年度

(2020年３月31日)
当第２四半期会計期間
(2020年９月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 974,077 932,871

売掛金 763,611 561,808

商品及び製品 74,383 67,541

仕掛品 6,959 3,429

貯蔵品 214 420

前払費用 31,634 35,343

その他 346 258

貸倒引当金 △17,015 △11

流動資産合計 1,834,212 1,601,663

固定資産   

有形固定資産   

建物（純額） 30,430 29,120

工具、器具及び備品（純額） 244,815 222,297

土地 1,854 1,854

有形固定資産合計 277,100 253,272

無形固定資産 6,500 16,480

投資その他の資産 285,583 281,645

固定資産合計 569,184 551,397

資産合計 2,403,396 2,153,061
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  （単位：千円）

 
前事業年度

(2020年３月31日)
当第２四半期会計期間
(2020年９月30日)

負債の部   

流動負債   

買掛金 245,132 102,713

短期借入金 200,000 200,000

未払金 109,180 56,327

未払費用 37,149 38,767

未払法人税等 24,730 8,169

未払消費税等 31,485 18,923

前受金 13,501 58,778

預り金 5,816 6,658

前受収益 24,272 －

賞与引当金 56,313 55,471

その他 365 363

流動負債合計 747,948 546,173

固定負債   

退職給付引当金 112,611 115,372

固定負債合計 112,611 115,372

負債合計 860,559 661,546

純資産の部   

株主資本   

資本金 771,110 771,110

資本剰余金 705,200 705,200

利益剰余金 73,259 26,399

自己株式 △369 △369

株主資本合計 1,549,199 1,502,339

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 △6,363 △10,824

評価・換算差額等合計 △6,363 △10,824

純資産合計 1,542,836 1,491,515

負債純資産合計 2,403,396 2,153,061
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（２）【四半期損益計算書】

【第２四半期累計期間】

  （単位：千円）

 
前第２四半期累計期間
(自　2019年４月１日
　至　2019年９月30日)

当第２四半期累計期間
(自　2020年４月１日
　至　2020年９月30日)

売上高 1,674,239 1,366,959

売上原価 982,226 809,143

売上総利益 692,012 557,816

販売費及び一般管理費 ※ 669,303 ※ 602,536

営業利益又は営業損失（△） 22,709 △44,719

営業外収益   

受取利息 31 5

受取配当金 9,627 －

為替差益 1,134 731

投資事業組合運用益 － 2,369

その他 2,625 926

営業外収益合計 13,418 4,032

営業外費用   

支払利息 713 700

投資事業組合運用損 2,932 1,350

その他 70 2

営業外費用合計 3,716 2,052

経常利益又は経常損失（△） 32,411 △42,739

特別利益   

固定資産売却益 367 －

特別利益合計 367 －

税引前四半期純利益又は税引前四半期純損失（△） 32,779 △42,739

法人税、住民税及び事業税 8,101 1,145

法人税等調整額 △1,106 2,974

法人税等合計 6,995 4,120

四半期純利益又は四半期純損失（△） 25,783 △46,859
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（３）【四半期キャッシュ・フロー計算書】

  （単位：千円）

 
前第２四半期累計期間
(自　2019年４月１日
　至　2019年９月30日)

当第２四半期累計期間
(自　2020年４月１日
　至　2020年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税引前四半期純利益又は税引前四半期純損失

（△）
32,779 △42,739

減価償却費 55,582 68,079

貸倒引当金の増減額（△は減少） △0 △17,004

賞与引当金の増減額（△は減少） 3,502 △842

退職給付引当金の増減額（△は減少） 4,553 2,760

受取利息 △31 △5

受取配当金 △9,627 －

支払利息 713 700

為替差損益（△は益） △109 14

投資事業組合運用損益（△は益） 2,932 △1,019

有形固定資産売却損益（△は益） △367 －

売上債権の増減額（△は増加） 14,454 201,803

たな卸資産の増減額（△は増加） 4,695 10,164

仕入債務の増減額（△は減少） △62,848 △142,419

未払消費税等の増減額（△は減少） 30,519 △12,561

未収消費税等の増減額（△は増加） 23,275 －

前渡金の増減額（△は増加） △9,350 －

未払金の増減額（△は減少） △18,260 △38,503

その他 △14,745 16,523

小計 57,669 44,951

利息及び配当金の受取額 5,126 5

利息の支払額 △673 △646

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） △2,294 △14,300

営業活動によるキャッシュ・フロー 59,826 30,009

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △29,268 △47,706

無形固定資産の取得による支出 － △20,874

有形固定資産の売却による収入 367 －

投資有価証券の取得による支出 △71,357 △5,483

投資事業組合からの分配による収入 － 2,865

投資活動によるキャッシュ・フロー △100,258 △71,198

財務活動によるキャッシュ・フロー   

自己株式の取得による支出 △52 －

配当金の支払額 △1 △1

財務活動によるキャッシュ・フロー △53 △1

現金及び現金同等物に係る換算差額 109 △14

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △40,376 △41,206

現金及び現金同等物の期首残高 905,468 974,077

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※ 865,092 ※ 932,871
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【注記事項】

（追加情報）

　前事業年度の有価証券報告書の（追加情報）に記載した新型コロナウイルス感染症の今後の広がり方や収束時期

等を含む仮定について重要な変更はありません。

 

（四半期損益計算書関係）

※ 販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

 
　前第２四半期累計期間
（自 2019年４月１日

　　至 2019年９月30日）

　当第２四半期累計期間
（自 2020年４月１日

　　至 2020年９月30日）

給与手当 227,400千円 193,742千円

賞与引当金繰入額 53,647 41,774

退職給付引当金繰入額 5,699 4,860

 

（四半期キャッシュ・フロー計算書関係）

※ 現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

　前第２四半期累計期間（自 2019年４月１日 至 2019年９月30日）及び当第２四半期累計期間（自 2020年

４月１日 至 2020年９月30日）ともに、現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対照表に掲記され

ている現金及び預金勘定の金額は一致しております。

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第２四半期累計期間（自　2019年４月１日　至　2019年９月30日）

　配当金支払額

該当事項はありません。

 

Ⅱ　当第２四半期累計期間（自　2020年４月１日　至　2020年９月30日）

　配当金支払額

該当事項はありません。

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

前第２四半期累計期間（自2019年４月１日　至2019年９月30日）及び当第２四半期累計期間（自2020年４月１

日　至2020年９月30日）

当社はネットワークセキュリティ事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第２四半期累計期間
（自　2019年４月１日
至　2019年９月30日）

当第２四半期累計期間
（自　2020年４月１日
至　2020年９月30日）

１株当たり四半期純利益金額又は

１株当たり四半期純損失金額(△）
６円76銭 △12円28銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額又は四半期純損失金額(△）（千円） 25,783 △46,859

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額又は

普通株式に係る四半期純損失金額(△）（千円）
25,783 △46,859

普通株式の期中平均株式数（株） 3,815,630 3,815,596

(注)　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

 

２【その他】

該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

2020年11月12日

株式会社アズジェント

取締役会　御中
 

仰星監査法人

東京事務所

 

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 岩渕　 誠 　　　印

 

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 宮島　 章 　　 印

 

監査人の結論

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社アズ

ジェントの2020年４月１日から2021年３月31日までの第24期事業年度の第２四半期会計期間（2020年７月１日から2020年

９月30日まで）及び第２四半期累計期間（2020年４月１日から2020年９月30日まで）に係る四半期財務諸表、すなわち、

四半期貸借対照表、四半期損益計算書、四半期キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社アズジェントの2020年９月30日現在の財政状態並びに同日をもって

終了する第２四半期累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項が全て

の重要な点において認められなかった。

 

監査人の結論の根拠

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任」に

記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社から独立しており、また、監査人

としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断してい

る。

 

四半期財務諸表に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半期財務諸表

を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期財務諸表を作成し適正

に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

四半期財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期財務諸表を作成することが適切であ

るかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に基づいて継続企業に関す

る事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにあ

る。

 

四半期財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した四半期レビューに基づいて、四半期レビュー報告書において独立の立場から四半

期財務諸表に対する結論を表明することにある。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に従って、四半期レビューの過程を通

じて、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・　主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の四半期レビュー

手続を実施する。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施さ

れる年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。
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・　継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認め

られると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期財務諸表において、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認められないかどうか

結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、四半期レビュー報告書において四

半期財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する四半期財務諸表の注記事項が適切でな

い場合は、四半期財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められている。監査人の結論は、

四半期レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業として存

続できなくなる可能性がある。

・　四半期財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準

拠していないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた四半期財務諸表の表

示、構成及び内容、並びに四半期財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していないと信じさせる事項が

認められないかどうかを評価する。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した四半期レビューの範囲とその実施時期、四半期レビュー上の重要

な発見事項について報告を行う。

　監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並

びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去又は軽減するためにセーフガードを

講じている場合はその内容について報告を行う。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

 

　（注）1.上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。

　　　　2.ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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